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情報技術の専門家でなくとも、世界初の

プログラム可能な汎用電子計算機とされ

るENIACの名を聞いた人は多いであろう。

そ の ENIAC (Electronic Numerical 

Integrator and Computer)が完成し、公開

の場ではじめて実演が行われた 1946 年か

ら 70 年になる。本書では、戦争を機に開

発が始まった ENIAC の構想・稼動・継続

的な改良・解体までを、現存する一次資料

を調査し、その細部までを丁寧に再評価し

ている。また、ENIAC の開発に関わった

科学者、技術者、数学者、オペレータなど、

さまざまな人々が登場し、汎用電子計算機

の開発黎明期におけるダイナミックな緊

張感を伝えている。 

その記述は体系的であり、ENIAC を効

率的に稼動させるまでのアーキテクチャ

の発展過程、プログラミング規範の変遷、

記憶装置開発の変遷、安定稼動までの取り

組みなどを紹介しているだけでなく、それ

ぞれがどのように関連し合いながら取り

組まれてきたか知ることができる。たとえ

ば、プログラミングにおける繰り返し、条

件分岐の発展、フォン・ノイマンの

EDVAC に関する報告書と ENIAC の関係、

プログラム内蔵方式の多様な解釈など、興

味深い多くの事柄のそれぞれが、資料に基

づき関連しながら示されている。 

また、ハードウェアとしての ENIAC に

とどまらず、数学的記述をプログラムに変

換する方法論の開発をはじめ、数値計算法、

計算機ミュレーションなど、電子計算機の

利用を前提とした数学の発展、すなわち、

ソフトウェアとしてのENIACの開発成果

にも触れている。さらに数学的演算を

ENIAC で実行出来るように構成する「プ

ログラミング」の過程に、初期にはオペレ

ータと呼ばれた多くの女性が貢献したこ

とも紹介している。 

情報システム学会は、「人間中心の情報

システム」を理念として発足した。しかし、

汎用電子計算機の発明と発展がなければ、

そもそも「人間中心の情報システム」とい

う発想はなかったであろう。ENIAC 以前、

情報は人間中心であり、汎用電子計算機と

の「なじみ」を考える必要もなかった。情

報システムは社会の営みの中にあり、普段

は意識をすることも少なかった。ENIAC
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以後、人間活動の一部を汎用電子計算機に

よる情報システムが担うようになり、イン

ターネットがそれを加速した。そして現代

人は、自分の記憶をも情報システムに預け

るほど、汎用電子計算機への依存度を高め

ている。情報システムはそのような中で、

改めて「人間中心の情報システム」として

の認識が必要となっている。 

本書を 70 年前の古い記録ではなく、「人

間中心の情報システム」の原点と捉えると、

情報システムへの新たな理解と、あるべき

姿に近づく発想を得ることが出来るよう

に思える。 

情報システム学会の会員に限らず、多く

の方々に一読を勧めたい。 
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